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羽島（29歳以下）


























































































































































































































































































P S 0 Ag E F Fr
性 齢
0．39 1．41 8．49 0．59 0．62 0．92 0．58
30歳以上
（0．58） （L34） （1．78） （0．86） （0．68） （0．80） （0．83）
男性
0．29 0．95 9．20 0．53 0．47 1．13 0．43
29歳以下
（0．45） （1．12） （1．66） （0．62） （0．60） （0．86） （0．61）
0．77 1．87 7．67 0．27 0．54 1．35 0．53
30歳以上
（0．79） （1．42） （1．71） （0．61） （0．52） （0．88） （0．75）
女性
0．50 1．00 8．61 0．53 0．57 1．．34 0．45
29歳以下












4．46 Fr 4．083．35 3．42
















P ｝ ＊＊ ＊＊ ＊＊
S ＊＊ ? 『 ＊＊
0 ＊＊ ＊＊ ? ＊＊
Ag ㎜ ＊＊ 『 ＊＊
E 皿 一 ｝ 『
F 皿 ＊＊ ｝ 』
Fr ㎜ ｝ ｝ 一
1：30歳以上の男性，II：29歳以下の男性
III：30歳以上の女性，　N：29歳以下の女性
＊p〈O．05，　＊＊p〈O．Ol
V【、結　論
　本研究は，歯科患者のパーソナリティを測定する試みとして開発されたSCT－D（歯科用文章
完成法検査）の持つ意義や手続きについて検討し，さらに実際の歯科患者である男女400名のデー
タを分析した。筆者らがこれまでに発表してきた種々の研究による知見から，被検者の性別や年
齢によってSCT－Dの統計量に差が認められている。本研究の前半においてSCT－Dの評価・解
釈のための一般的な基準を提出したが，いわゆるマニュアル作成に当たってはこの点を考慮しな
がら，反応語の統一的評価方法を試みた。例えば，「歯科医師」「歯科衛生士」の項目から得られ
る反応は医療における人間関係の感情的側面が多く出やすいので，客観的反応以外の満足感，攻
撃性，期待感，不安感，不満感などの反応の意味するところを的確に押さえることが必要である。
さらに，さほど強くないポジティブあるいはネガティブな反応に対して，どのように評価し解釈
するかといった問題についても，今後は一定の基準を設定して多角的に検討していく必要がある
　100
ものと思われる。加えて，全反応を総合した被検者（患者）個人のSCT－Dに基づく歯科適応度
指数（得点）Dental　Adjustment　Score（略称DAS）を算出するといった，歯科医療に役立つ実
践研究を進めていくことが求められるものと思われる。
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